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昨
年
度
に
設
置
し
た
「
文
化
政
策
に
お
け
る
参
加
・
協
働
の
在
り
方
に
関
す
る

研
究
会
」
で
は
、
三
重
大
学
教
育
学
部
特
任
教
授
の
山
田
康
彦
氏
を
座
長
に
迎

え
、
県
内
自
治
体
か
ら
東
員
町
、
四
日
市
市
、
亀
山
市
、
伊
賀
市
、
伊
勢
市
、
多

気
町
の
文
化
振
興
部
局
の
担
当
者
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
文
化
事
業
の
現

場
の
実
情
や
課
題
を
踏
ま
え
な
が
ら
、「
参
加
・
協
働
」
に
主
眼
を
置
い
て
、
文

化
芸
術
の
役
割
や
自
治
体
文
化
政
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　

昨
年
度
は
、
文
化
政
策
を
取
り
巻
く
状
況
や
参
加
自
治
体
に
お
け
る
取
組
・
課

題
等
の
共
有
、
全
国
自
治
体
の
取
組
事
例
（
青
森
県
八
戸
市
、
岐
阜
県
可
児
市
、

香
川
県
丸
亀
市
、
福
島
県
い
わ
き
市
、
長
野
県
飯
田
市
、
神
奈
川
県
大
和
市
）
の

調
査
研
究
等
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
２
０
２
１
年
２
月
４
日
に
開
催
し
た
第

４
回
研
究
会
と
２
０
２
１
年
２
月
17
日
に
開
催
し
た
第
５
回
研
究
会
で
は
、
参
考

と
し
て
取
り
上
げ
た
自
治
体
の
中
か
ら
、
香
川
県
丸
亀
市
様
と
青
森
県
八
戸
市
様

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
そ
の
取
組
内
容
に
つ
い
て
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
ツ
ー
ル
を
使
用
し

て
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
２
０
２
１
年
５
月
10
日
に
開
催
し
た
第
６
回
か
ら
２
０
２
２
年
１

月
31
日
に
開
催
し
た
第
９
回
ま
で
計
４
回
の
研
究
会
を
行
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
視
察

等
の
前
年
度
の
活
動
で
得
た
知
見
も
踏
ま
え
な
が
ら
更
な
る
議
論
を
深
め
、
研
究

会
の
提
言
と
し
て
、
課
題
の
解
決
・
改
善
に
向
け
た
こ
れ
か
ら
の
自
治
体
文
化
政

策
の
方
向
性
に
つ
い
て
４
つ
の
視
点
に
ま
と
め
ま
し
た
。
ま
た
、
各
自
治
体
に

お
け
る
取
組
へ
の
参
考
や
ヒ
ン
ト

に
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
文
化
芸
術
に
関
す
る
既
存
の

取
組
事
例
や
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー

で
考
案
し
た
企
画
や
仕
組
み
を
取

り
ま
と
め
た
事
例
集
の
作
成
も
行

い
ま
し
た
。

　

本
研
究
会
は
今
年
度
で
終
了
と

な
り
ま
す
が
、
各
自
治
体
か
ら
研

究
員
と
し
て
ご
参
加
い
た
だ
い
た

皆
様
か
ら
は
、
研
究
会
で
の
活
動

が
現
在
取
組
ん
で
い
る
業
務
の
参

考
に
な
っ
た
、
こ
れ
ま
で
の
取
組

を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ

た
等
の
前
向
き
な
ご
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

研
究
結
果
の
詳
細
に
つ
い
て
は

３
月
に
完
成
予
定
の
報
告
書
に
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

三重県地方自治研究センターの

今期の活動を
　　　 振り返る

研究会の様子（第６回）

　

２
０
２
１
年
度
の
三
重
県
地
方
自

治
研
究
セ
ン
タ
ー
の
活
動
は
、
現
在

も
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
様
々
な
制

約
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
刻
一
刻
と
変
化
し
て
い
く
状
況

を
見
据
え
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
対

応
や
各
種
感
染
対
策
を
講
じ
る
等
、

可
能
な
形
を
模
索
し
な
が
ら
調
査
研

究
活
動
や
講
演
・
情
報
提
供
活
動
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

調
査
研
究
活
動
で
は
、
２
０
２
０

年
度
か
ら
引
き
続
く
「
文
化
政
策
に

お
け
る
参
加
・
協
働
の
在
り
方
に
関

す
る
研
究
会
」
の
ほ
か
、「
地
方
分

権
改
革
の
在
り
方
研
究
会
〜
コ
ロ
ナ

禍
を
契
機
と
し
て
考
え
る
〜
」「
公

共
施
設
・
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
問
題
に

関
す
る
調
査
研
究
」
を
新
た
な
研
究

と
し
て
立
ち
上
げ
て
進
め
て
き
ま
し

た
。

　

講
演
・
情
報
提
供
活
動
で
は
、
昨

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
地
方
分
権

と
地
方
財
政
の
現
状
・
課
題
・
今
後

の
展
望
を
学
び
、
こ
れ
ら
に
関
わ
る

能
力
向
上
等
を
目
的
と
し
た
連
続
セ

ミ
ナ
ー
や
関
係
人
口
セ
ミ
ナ
ー
を
企

画
・
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
号
で
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
の
状

況
に
つ
い
て
概
要
を
ご
報
告
し
ま

す
。

文化政策における参加・協働の在り方に関する研究会文化政策における参加・協働の在り方に関する研究会

（一財）
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本
年
度
か
ら
新
た
に
「
地
方
分
権
改
革
の
在
り
方

研
究
会
〜
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と
し
て
考
え
る
〜
」
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

当
研
究
会
で
は
、
四
日
市
大
学
副
学
長
総
合
政

策
学
部
教
授
の
小
林
慶
太
郎
氏
を
座
長
に
迎
え
、

県
内
自
治
体
か
ら
四
日
市
市
、
鈴
鹿
市
、
津
市
、
名

張
市
、
明
和
町
、
多
気
町
の
地
方
分
権
改
革
の
担
当

者
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
各
自
治
体
に
お
け

る
地
方
分
権
改
革
の
現
在
の
状
況
や
抱
え
る
課
題
等

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
自
治
体
職
員
一
人
一
人
が
地
方

分
権
改
革
の
理
解
を
持
ち
、
地
方
分
権
改
革
は
私
達

の
業
務
を
増
や
す
も
の
で
は
な
く
、
業
務
を
や
り
易

く
し
て
い
く
た
め
の
一
つ
の
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
の
認

識
を
持
っ
て
日
常
業
務
に
ま
い
進
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
７
月
16
日
に
開
催
し
た
第
１
回
研
究

会
で
は
、
地
方
分
権
改
革
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
流

れ
や
改
革
の
内
容
を
共
有
し
た
後
、
各
市
町
で
の
現

状
や
課
題
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
９
月
２
日
に
開
催
し
た
第
２
回
研
究

会
で
は
、
各
自
治
体
の
取
組
の
状
況
と
課
題
の
確
認

を
更
に
進
め
る
た
め
に
県
内
の
自
治
体
を
対
象
と
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
、
ア
ン
ケ
ー

ト
設
問
内
容

に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

２
０
２
１

年
12
月
６
日

に
開
催
し
た

第
３
回
研
究

会
で
は
、
第

２
回
研
究
会

後
に
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結

果
か
ら
今
後

の
研
究
会
の

取
組
内
容
に

つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
地

方
分
権
改
革
に

お
け
る
提
案
募

集
方
式
に
つ
い

て
積
極
的
な
取

組
を
し
て
い
る

地
方
自
治
体
へ

の
先
進
地
視
察

に
つ
い
て
候
補

地
や
視
察
時
に

聞
き
た
い
こ
と

等
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

第
３
回
研
究
会
で
議
論
し
た
先
進
地
視
察
と
し

て
２
０
２
２
年
１
月
18
日
に
愛
知
県
大
府
市
と
、

２
０
２
２
年
１
月
24
日
に
は
愛
媛
県
砥
部
町
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
ツ
ー
ル
を
使
用
し
て
オ

ン
ラ
イ
ン
上
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
視
察
を
実
施
し
、
取

組
内
容
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
い
た
後
、
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

両
自
治
体
共
に
提
案
募
集
方
式
に
取
組
む
こ
と
に

な
っ
た
き
っ
か
け
と
し
て
職
員
が
講
師
を
務
め
る
研

修
に
参
加
し
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
た
こ
と
や
、
提
案

内
容
の
完
成
度
に
つ
い
て
内
閣
府
職
員
と
提
案
の
事

前
相
談
の
や
り
取
り
の
中
で
充
実
し
て
い
く
た
め
、

事
前
相
談
す
る
段
階
で
提
案
内
容
の
完
成
度
を
重
要

視
す
る
必
要
は
な
く
提
案
の
ハ
ー
ド
ル
は
思
う
ほ
ど

高
く
な
い
こ
と
等
お
話
い
た
だ
い
た
こ
と
が
印
象
的

で
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
員
と
の
意
見
交
換
や

自
治
体
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
先
進
地
視
察
等
を

通
じ
て
得
ら
れ
た
知
見
を
活
か
し
、
自
治
体
職
員
が

地
方
分
権
改
革
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
繋
が
る

啓
発
活
動
等
の
実
施
を
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お

り
、
研
究
会
の
目
標
に
向
け
て
引
き
続
き
研
究
活
動

に
取
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
度
よ
り
、
公
共
施
設
・
イ
ン
フ
ラ
老

朽
化
問
題
と
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取

組
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

高
度
成
長
期
に
集
中
的
に
整
備
さ
れ
た
公

共
施
設
・
イ
ン
フ
ラ
が
老
朽
化
し
て
一
斉
に

更
新
時
期
を
迎
え
つ
つ
あ
る
中
、
こ
れ
ら
を

現
状
の
ま
ま
維
持
し
続
け
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
各
自
治
体

に
お
い
て
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」

「
個
別
施
設
計
画
」
に
基
づ
き
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
厳
し
い
財
政
事
情
や
住
民
と
の
合
意
形

成
等
の
難
し
い
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
へ
の
実
効
性
の
あ
る
取
組

の
推
進
を
目
的
と
し
て
、
様
々
な
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
に
関
す
る
調
査
・
考

察
や
、
普
及
啓
発
・
情
報
共
有
の
た
め
の
活

動
等
に
よ
る
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
三
重
県
内
自
治
体
に
お
け
る
取
組

状
況
と
課
題
に
つ
い
て
把
握
す
る
た
め
、
県

内
14
自
治
体
を
対
象
に
、
訪
問
又
は
電
話
に

よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
２
１
年
11
月
５
日
に
、
名
古

屋
大
学
大
学
院
環
境
学
研
究
科
教
授
小
松

尚
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
で
求
め
ら
れ
る
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
進
め
方
」
と
題
し
た
講
演
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

小
松
氏
か
ら
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
に
伴
い
担
い
手
と
財
源
が
否
応
な
く
減
少

し
て
い
く
と
い
う
状
況
に
お
い
て
、
こ
れ
ま

で
と
同
じ
規
模
や
数
の
公
共
施
設
を
再
整
備

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
従
来
の
施
設
整

備
の
発
想
で
は
な
く
、
地
域
の
複
数
の
課
題

を
掛
け
合
わ
せ
て
解
決
し
て
い
く
と
い
う
発

想
で
公
共
施
設
の
在
り
方
を
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
こ
と
等
に
つ
い
て
ご
説
明
と
ご
考

察
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
亀
山
市

や
松
阪
市
等
の
公
共
施
設
再
編
事
例
に
お
け

研究会の様子（第１回）

オンラインヒアリング視察の様子

地方分権改革の在り方研究会～コロナ禍を契機として考える～地方分権改革の在り方研究会～コロナ禍を契機として考える～

公共施設・インフラ老朽化問題に関する調査研究公共施設・インフラ老朽化問題に関する調査研究
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２
０
０
０
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
地
方
分
権
一
括
法
に
よ
り
、
国

と
自
治
体
の
新
し
い
役
割
分
担
の
原
則
が
定
め
ら
れ
、
自
己
決
定
を

基
本
と
し
た
「
分
権
型
社
会
」
を
目
指
し
、
地
方
分
権
改
革
が
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
地
方
自
治
体
の
独
立
性
は
弱

く
、
自
ら
決
定
し
自
ら
責
任
を
持
つ
体
制
の
確
立
は
道
半
ば
で
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
の
考
え
か
ら
、
地
方
分
権
の
視
点
か
ら
地
方
財
政

に
関
す
る
能
力
を
高
め
、
地
方
財
政
の
健
全
化
と
地
方
分
権
の
達
成

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
全
５
回
の
連
続
セ
ミ
ナ
ー
を
「
地
方

自
治
の
学
び
場

－

地
方
分
権
の
視
点
か
ら
地
方
財
政
の
確
立
を
志
す

－
」
と
題
し
て
、
自
治
労
三
重
県
本
部
と
の
共
催
に
よ
り
実
施
し
ま

し
た
。

　

昨
年
度
は
、
第
１
回
に
中
央
大
学
副
学
長
／
法
学
部
教
授
の
礒
崎

初
仁
氏
を
、
第
２
回
と
第
３

回
に
公
益
財
団
法
人
地
方
自

治
総
合
研
究
所
研
究
員
の
飛

田
博
史
氏
を
講
師
に
お
迎

え
し
て
ご
講
義
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
年
度
に
つ
い
て
は

残
り
の
第
４
回
、
第
５
回
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
４
月
23
日
に

開
催
し
た
第
４
回
は
、
第
２

回
、
第
３
回
に
引
き
続
き
公

益
財
団
法
人
地
方
自
治
総
合

研
究
所
研
究
員
の
飛
田
博

史
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し

て
、「
財
政
の
自
治
を
考
え

る
」
と
い
う
内
容
で
ご
講
義

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

飛
田
氏
か
ら
は
、
三
位
一

体
改
革
等
の
こ
れ
ま
で
の

地
方
財
政
改
革
の
流
れ
や

総
括
、
近
年
の
地
方
財
政
の

動
向
等
に
つ
い
て
ご
説
明

と
ご
考
察
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
地
方
自
治
体

の
税
財
源
の
充
実
の
必
要

性
の
観
点
か
ら
、
世
界
の

国
々
と
比
較
し
て
特
に
高

い
日
本
の
納
税
者
の
租
税

抵
抗
を
克
服
す
る
コ
モ
ン
・

ニ
ー
ズ
を
満
た
し
た
公
的

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
の
新
た
な
財
源
確
保
策
と
し
て
「
地
方
連
帯

税
構
想
」
を
ご
提
言
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
５
月
21
日
に
開
催
し
た
第
５
回
は
、
公
益
財
団
法
人

地
方
自
治
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員
の
今
井
照
氏
を
講
師
に
お
迎

え
し
て
、「
事
例
か
ら
考
え
る
こ
れ
か
ら
の
国
・
自
治
体
間
関
係

－

コ
ロ
ナ
禍
・
標
準
化
・
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ

－

」
と
い
う
内
容
で
ご
講

義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
井
氏
か
ら
は
、
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
、
特
別
定
額

給
付
金
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
お
い
て
、
よ
り
顕
著
に
表
れ
た
国
と
自
治
体
間
の
関
係
の
問
題
を

「
コ
ロ
ナ
『
対
策
』
禍
」
と
し
て
、
現
在
進
み
つ
つ
あ
る
行
政
の
デ

ジ
タ
ル
化
、
自
治
体
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
、
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想

の
問
題
を
「
デ
ジ
タ
ル
禍
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
説
明
と
ご
考
察

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
応
し
て
い
く
た

め
に
、
自
治
体
の
根
源
的
な
構
造
改
革
と
、
国
と
自
治
体
間
の
関
係

の
再
構
築
が
必
要
で
あ
る
と
ご
提
言
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〜
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
取
組
〜

オ
ン
ラ
イ
ン
で
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
！

る
具
体
的
な
経
過
や
取
組
内
容
を
ご
紹

介
い
た
だ
い
た
ほ
か
、「
や
る
気
に
な

る
魅
力
的
な
モ
デ
ル
」
づ
く
り
の
重
要

性
、
身
近
な
成
功
モ
デ
ル
の
活
用
、
コ

ロ
ナ
後
の
公
共
施
設
の
役
割
等
、
様
々

な
観
点
か
ら
多
く
の
ご
提
言
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
も
詳
細
に
つ
い
て
は
３
月
に

完
成
予
定
の
報
告
書
に
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
く
予
定
で
す
。

連
続
セ
ミ
ナ
ー

連
続
セ
ミ
ナ
ー

「
地
方
自
治
の
学
び
場
」
の
開
催

「
地
方
自
治
の
学
び
場
」
の
開
催

セミナーの様子（小松 尚氏） セミナーの様子

第４回セミナーの様子（飛田 博史氏）

第５回セミナーの様子（今井 照氏）
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三
重
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
の

今
後
の
活
動
予
定

◆
３
月
〜
４
月
頃
予
定

　

地
方
分
権
改
革
の
在
り
方
研
究
会
（
第
４
回
）

◆
３
月
29
日
（
火
）

　

第
１
回
理
事
会

◆
６
月
中
旬
頃
予
定

　

第
２
回
理
事
会
及
び
定
期
総
会

　

当
機
関
紙
で
は
、
行
政
が
抱
え
る
様
々
な
課
題

や
、
今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
で
更
に
顕
在
化
し
た
問
題
等

に
注
目
し
て
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、

災
害
対
策
、
ひ
き
こ
も
り
、
環
境
施
策
、
関
係
人
口

等
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

〇
２
０
２
１
年
４
月
（
第
３
４
６
号
）

「
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
問
題
と
合
意
形
成
の
役
割
」

東
洋
大
学
大
学
院
教
授
／
経
済
学
研
究
科
公
民
連

携
専
攻
長
／
Ｐ
Ｐ
Ｐ
研
究
セ
ン
タ
ー
長

根
本　

祐
二
氏

〇
２
０
２
１
年
５
月
（
第
３
４
７
号
）

「
こ
れ
か
ら
の
自
治
体
の
情
報
発
信
の
課
題
と
展
望
」

同
志
社
大
学
政
策
学
部
大
学
院
総
合
政
策
科
学
研

究
科　

教
授　

野
田　

遊
氏

〇
２
０
２
１
年
６
月
（
第
３
４
８
号
）

２
０
２
１
年
度
自
治
研
セ
ン
タ
ー
定
期
総
会
開
催

定
期
総
会
記
念
講
演
会
「
大
規
模
災
害
と
地
方
自

治
体
」

兵
庫
県
公
立
大
学
法
人
兵
庫
県
立
大
学
大
学
院
減

災
復
興
政
策
研
究
科
長　

室
﨑　

益
輝
氏

〇
２
０
２
１
年
７
月
（
第
３
４
９
号
）

「
自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
よ
り
加
速
す
る
た
め
に
何
を
す

べ
き
か
」

株
式
会
社
野
村
総
合
研
究
所　

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

事
業
本
部　

社
会
シ
ス
テ
ム
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部

副
主
任
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

芦
田　

萌
子
氏

〇
２
０
２
１
年
８
月
（
第
３
５
０
号
）

「
ケ
ア
ラ
ー
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
現
状
と
社
会

的
な
支
援
体
制
づ
く
り
に
向
け
て
」

一
般
社
団
法
人
日
本
ケ
ア
ラ
ー
連
盟　

代
表
理
事

／
日
本
女
子
大
学　

名
誉
教
授　

堀
越　

栄
子
氏

〇
２
０
２
１
年
９
月
（
第
３
５
１
号
）

「
自
治
体
の
災
害
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
向
上
と
移
動
型

設
備
・
住
宅
」

（
株
）ク
レ
バ
ー
ラ
ク
ー
ン　

常
務
取
締
役
／（
国
研
）

防
災
科
学
技
術
研
究
所　

客
員
研
究
員
／
（
一
社
）

ム
ー
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
協
会　

顧
問

増
田　

和
順
氏

〇
２
０
２
１
年
10
月
（
第
３
５
２
号
）

「
ひ
き
こ
も
り
の
現
状
と
支
援
の
在
り
方
」

宮
崎
大
学
教
育
学
部　

教
授　

境　

泉
洋
氏

〇
２
０
２
１
年
11
月
（
第
３
５
３
号
）

「
地
域
の
公
園
を
支
え
る
公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

一
般
社
団
法
人
み
ん
な
の
公
園
愛
護
会　

代
表

椛
田　

里
佳
氏

〇
２
０
２
１
年
12
月
（
第
３
５
４
号
）

「
地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
受
け
た
基
礎
自

治
体
で
の
対
応
に
つ
い
て
」

千
葉
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究
院　

教
授

倉
阪　

秀
史
氏

〇
２
０
２
２
年
１
月
（
第
３
５
５
号
）

「
関
係
人
口
は
新
た
な
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
た
か
？

－

自
治
体
の
役
割
に
着
目
し
て

－

」

大
正
大
学
地
域
構
想
研
究
所　

主
任
研
究
員

中
島　

ゆ
き
氏

　

人
口
減
少
社
会
の
現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
も
影
響
し
て
地
方
経
済
や
産

業
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
中
、
こ
の
状
況
を
打
開
す
べ
く
近

年
、「
関
係
人
口
」
と
い
う
新
た
な
視
点
が
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、「
関
係
人
口
」
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
２
０
２
２
年
１
月
19

日
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
関
係
人
口
」
と
は
、
移
住
や
観
光
で
も
な
く
、
単
な
る
帰
省
で

も
な
い
、
日
常
生
活
圏
や
通
勤
圏
以
外
の
特
定
の
地
域
と
継
続
的
か

つ
多
様
な
形
で
関
わ
り
、
地
域
の
課
題
の
解
決
に
資
す
る
人
の
こ
と

や
特
定
の
地
域
に
継
続
的
に
多
様
な
形
で
関
わ
る
者
な
ど
様
々
な
定

義
付
け
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
「
関
係
人
口
」
を
創
出
・
拡

大
す
る
こ
と
で
地
方
創
生
へ
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
当
日
は
、
東
海
大
学
文
化
社
会
学
部
広
報
メ
デ
ィ
ア

学
科
教
授
の
河
井
孝
仁
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
、「
考
え
る
コ

ロ
ナ
後
の
地
方
創
生
『
関
係
人
口
』
創
出
で
ま
ち
づ
く
り
参
画
へ
の

『
意
欲
』
を
高
め
る
＝
地
域
を
潤
す
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
＝
」

と
い
う
内
容
で
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

河
井
氏
か
ら
は
、
関
係
人
口
に
つ
い
て
、
地
域
の
人
が
そ
の
地
域

に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
ほ
し
い
の
か
を
明
確
に
し
た
上
で
地
域
の

担
い
手
と
な
っ
て
く
れ
る
人
を
関
係
人
口
と
位
置
付
け
、
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
地
域
の
担
い
手
と
な
る
人
の
「
意
欲
」
を
高

め
て
い
く
手
段
や
、
Ｅ
Ｂ
Ｐ

Ｍ
（
根
拠
に
基
づ
い
た
政
策

形
成
）
に
基
づ
く
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い

く
た
め
に
「
意
欲
」
を
定
量

化
す
る
修
正
地
域
参
画
総
量

指
数
（
ｍ
Ｇ
Ａ
Ｐ
）
を
活
用

す
る
こ
と
、
ｍ
Ｇ
Ａ
Ｐ
が
増

加
す
る
政
策
を
打
ち
出
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
に
な
る
こ

と
等
、
ご
説
明
と
ご
提
言
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

セミナーの様子（河井 孝仁氏）

「
関
係
人
口
」
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

「
関
係
人
口
」
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

今
期
の
機
関
紙
に
つ
い
て

今
期
の
機
関
紙
に
つ
い
て


